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令和 4年 4月 

グループホームまこと 

運営推進会議 報告 

令和 4年 4月 19日 

グループホームまこと 

ホーム長 柴田 砂奈江 

 

 

１ 挨拶 

日頃より、皆様におかれましてはまことの事業所運営にご協力とご理解を賜り、

誠に感謝しております。 

さて、前回の資料の中で、次回は集合開催と予定しておりましたが、今回も新型

コロナウィルス感染拡大防止の観点から、定時で行われている運営推進会議は入居

者との共同スペースを利用している事により、紙面開催といたします事をご了承願

いたいと思います。また、本来であれば奇数月開催となっておりますが、今年に入

り偶数月開催となっております事をお詫び申し上げます。 

 

     今後は釧路地区の状況を見ながらではありますが、感染対策を講じた上で集合で

の運営推進会議を開催できるよう、都度検討してまいりたいと考えておりますので

宜しくお願い致します。 

 

  

２ 事業運営報告 

・ 1月・2月のサービス利用状況   

・ サービス内容、行事等  

・ 1月・2月の事故報告について 

 

 

３ その他     

・ 今後の活動 等 
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２ 事業運営報告 

■ 1～2月の介護度別サービス利用状況 

（1月 31日・2月 28日付）   

 

 2月には介護保険の更新に伴い 

 要介護 4→5に変更となった方  

が 1名います 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ グループホームまことでのサービス内容・行事など 

・ 1月 3日(月)  絵馬作り 

・ 1月 6日(木)  GHまこと神社で初詣 

・ 1月 31日(月)  誕生会 

・ 2月 3日(木)  手作り恵方巻と節分の豆まき  

・ 2月 14日(月)  皆でひな人形の飾りつけ 

・ 2月 18日(金)  第 3回コロナウィルスワクチン集団接種 

・ 2月 19日(土)  誕生会～デリバリーピザとケーキ～ 

・ 2月 27日(日)  桃の節句 前撮り（1Ｆ） 

・ 2月 28日(月)  桃の節句 前撮り（2Ｆ） 

 

日常の家事（調理・掃除・洗濯など）は、できる方達と皆さんで毎日行っています。 

 

 

  ■ 1月 2月の事故報告について 

 G H 

1月 

 G H 

2月 

アクシデント     1件 0件 

インシデント 4件 4件 

ヒヤリハット 3件 3件 

  

要介護   1月 

グループホーム 

   2月 

グループホーム  

要支援１ 

要支援２ 

要介護１ 

要介護２ 

要介護３ 

要介護４ 

要介護５ 

 

0名 

2名 

3名 

6名 

3名 

4名        

 

0名 

2名 

3名 

6名 

2名 

5名 

計    18名    18名 
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1月 アクシデント～転倒～ 

 要介護 5の方。トイレでの排泄に努め、定時トイレ誘導している方 

 早朝 4：50 夜勤職員は定時のトイレ誘導の為、訪室。この日は夜間帯に声出しあり、比 

較的覚醒状態が良い。端坐位をとった後、通常であれば右側より立ち上がり介助に入る。

この日は本人の表情険しく立ち上がりできず。職員は反対側に回り再び立ち上がりを促す

も立位安定せずに右側に倒れこむ形となり、職員が咄嗟に支えに入るも体勢が立て直せず、

職員の上に乗る形で床に転倒する。その後全身状態確認し起き上がらせようとするも、一

人では介助できず、当直職員を呼び対応。その後ベッドに横になった後に再び身体確認す

るが、特に異常所見なし。経過観察するもトイレに行った際に立ち上がれず。契約訪問看

護師へ連絡。骨折はしていないだろうとの事であったが、念のため病院受診するも打撲と

の事であり、ホーム内で経過観察をする 

原 因～①認知症自立度判定Ⅳの方。声を掛けた際に何を言われたのか、これから何をす

るかの理解が得られていなかったか？ 

     ②上記の為、立ち上がりや立位をとる為の意識と体（体勢を含む）の準備が整っ

ていない 

    ③本人の表情の険しさから、何かを不快・苦痛に感じていた可能性あり。その一

つが職員の声のかけ方であったか？ 

    ④職員はいつもと違う事を利用者の表情より読み解いていたが、介助を続行し対

応していない 

    ⑤無理に立たせようとする職員側のパワー介助と職員の気の焦りによる職員主導

の介助 

    ⑥対象者は認知症の人であるという事への理解の欠如 

改善策～・認知症ケアに対する本質の理解と実践ケアの徹底 

    ・職員主導ではなく、利用者の状態とペースに合わせた介助 

    ・いつもと違う等の気付きがある場合には、いつも通りの介助をするのではなく、

まずは観察し原因を探る 

    ・認知症の人に接している事を十分に理解し、全てを予定通りに一人で介助する

事を考えるのではなく、臨機応変に対応する。また、それができる職場の風土

づくり 

    ・基本的身体介護技術の再指導と定期的なチェック 

     

※ 事故等発生状況報告書を釧路市に提出済み 

 

３ その他   

・今後の活動について 

3月 桃の節句 開設記念 

4月  春の運動会 

      



4 

                  

前回の運営推進会議では、返信用はがきを同封させていただいた事により、感想・ご意

見等を自由記載していただきました。その中の何点かご紹介させていただきたいと思いま

す。 

 

① S様ご家族より 

  いつも、お世話になりありがとうございます。報告書、外部評価等を読ませていただ

きました。行事も色々やっていただき、まこと通信の写真などで様子を拝見し、嬉しく

思っております。母にとっても、いろいろな行事により刺激になっていると思います。

コロナ禍の折、大変でしょうが、宜しくお願い致します。 

 

② K様ご家族より 

  バイキングや皆で作る食事は、楽しそうですね。笑顔が浮かびます。大変でしょうが、

宜しくお願いします。 

→①②なかなか外出も面会もできない中、少しでも笑顔を引き出せるよう、試行錯誤しな

がら計画しております。楽しんでいる様子や普段の様子をご覧ください。 

 

③ I様ご家族より 

  安心してお願いする事が出来ます。ありがとうございます。わがままな母ですが、宜

しくお願いします。 

 

今回は労いの言葉が多い内容となっておりました。ありがとうございます。ご家族の

方には普段より生活の状況や本人の状態、対応等を常にご相談させてもらっています。  

これからも、笑顔のある様子を伝えていけたらと考えております。また、ご意見・ご

要望がございましたら、遠慮なくご相談ください。 

 

 

次回開催予定日 ～令和 4年 6月 15日（水）14時 小規模まこと 2階リビングにて～ 

時間短縮し開催予定ですが、状況を鑑み紙面開催へ移行となる場合もご

ざいますので、ご了承下さい。                

 

以上 


